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ペ ル シ ャ 語 訳 ウ パ ニ シ ャ ッ ド 『大 い な る 秘 密

(Sirr-i-Akbar)』 に つ い て

榊 和 良

ペ ルシャ語訳 ウパ ニシャ ッ ド 『大いなる秘密(Sirr-i-Akbar)』 は, ヒ ジ ュ ラ

暦1067年(西 暦1657年)ラ マ ダーソ月26日 月曜 日, ム ガル皇 帝 シャー ・ジャハー・ソ

の長男 ダーラー ・シュコー王子に よって完成 され た。 この作品は, フ ラソス人古

典学者 ア ソクェテ ィル ・デ ュペ ロソに よって 『ウプネカ ッ ト』 として ラテ ソ語訳

された ことか らよく知 られてい る。 この翻訳についてはさまざまな評 価がなされ

てきたが, 作 品そ のものはい まだに興味をひかれる研究の余地を残 している。 本

稿 では, この作品 の文体 につい て主 として音写に注 目しその特色を明 らかにす る

と共 に, ダー ラー ・シュコーに とっての ウパ ニシャ ッ ドの意味を前書 きを手がか

りとして考察 してみたい。

＊底本 として, イ ンド国内と英国にある写本など9写 本を中心として校訂出版されたも

の1)を用い, この中にも含まれる大英図書館所蔵写本2)を参考にこする。

このペ ルシ ャ語訳 ウパ ニシャ ッ ドは, ダ ーラー ・シュコー自身に よる前 書 きの

後 に, 音 写 されたサ ソス ク リヅ ト語の主要な術 語の解説表及 び翻訳 され た ウパニ

シャ ッ ドの リス トが続 き, 個 々の ウパ ニシャッ ドの翻訳が なされ, 終 わ りに簡単

な後書 きが添え られた構成にな っている。 翻訳 され た ウパニ シャッ ドの数 につ い

ては, デ ュペ ロソ訳に示 される50の 他にさ らに2つ を 加 え た 写 本3), ア タ ル ヴ

ァ ・ヴェーダに属す る もの34だ けを抜粋 した写 本4)な どが ある。 それ らの配 列 に

ついて も, チ ャー ソ ドーギヤ ・ウパニシ ャッ ドを初 めと して ヌ リシ ソバ ・ウッタ

ラターパ ニーヤ ・ウパ ニシャッ ドを終わ りとす るものの他 に, リ グ ・ヴェーダ, 

ヤ ジュル ・ヴェー ダ, サ ーマ ・ヴ ェーダ, ア タルヴ ァ ・ヴェーダにご属す るものの

順 で訳 され ている もの5)な ど差があ る。 個 々のウパ ニシャ ッ ドの章や節の 区 切 り

は原則 として明示 されて いないが, ブ リハ ヅ ド・アー ラニヤ カ・ウパニシ ャッ ドの

ように各節 ご とに冒頭 の名称 と終了 の記述がな されてい るもの もあ る。 さらに, 

それ らの数 について も, 今 日用い られてい るサ ソス ク リッ ト語 テキス トと比較 し

てみる と, チ ャー ン ドーギヤ ・ウパ ニシャッ ドにかな りの欠落 が見 られ る6)他 にご

ブ リハ ッ ド・アー ラニヤカ ・ウパ ニシャ ッ ド7)などに も多少の欠落が見 られ る一

-973-



 ペルシャ語訳ウパニシャッド『大いなる秘密(Sirr-i-Akbar)』 について(榊) (53)

さらに前後を入れ替えた りまとめて訳 した りする場合 もある8)。また, ブ リハ ッ

ド・アーラニヤカ ・ウパニシャッドではカーヌヴァ派 と}マーディヤソディナ派の

2つ の版本が伝わ っているが, 全体 としてカーヌヴァ派の伝承を基本 としながら

も第2章 及び第3章 では, 語句の用法や説明の配列においてマーディヤソディナ

派の伝承に従 っている9)。さらに, ウパニシャッド・テキス トに多 く見 られ る相

互の引用句や同一表現について比較 してみると, 同一 ウパニシャッド中のごく近

接 した部分を除いては, 必ず しも同一表現を用いていない とい う特色 も見 られ

る10)。

この翻訳では, 術語解説表に挙げ られた ものの他に, 本文中には数多 くのサ ソ

スクリット語が音写の形で示されている。それ らを検討してみると, 音写の形や

その用法についてこの翻訳 とダーラー ・シュコーの著書 『二つの海に交わるとこ

ろ(Majma'ul Bahrain)』 とにご共通した特色が見られることが指摘できる。まず,

複数形を表す-baや-anを 語末に加えた り, 被修飾語を示すエザーフェの符合

鐸が表記されるなどペルシャ語文法に従った語形変化をさせている点があげられ

る。音写の文字の当て方は子音についてはおおよそ次のように整理できる。

*サ ンスクリット文字に対応するペルシャ文字, 音写, 文字の名称の順で配列する。

い く つ か の 音 写 に お い て 特 徴 的 な も の を 一 部 あ げ て み る と, (1)サ ソ ス ク リ ッ ト文

字(skt.)yaを ペ ル シ ャ文 字(per.)でjaと 読 む 場 合(以 下, 実 例 を サ ン ス ク リッ ト語

とそ のペ ル シ ャ語 音 写, デ ュペ ロ ンに よ る音訳<>の 順 で 示 す), e. g. antaryamin.→

antarjami<antrdjami>11), yama→jam<djam>, yajamana→jajaman<djadlman>;

(2)skt. saをper. khaと 読 む 場 合, e. g. upanisad→upanikhat<oupnek'hat>,
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manusya→mankha<mank'hoeb>, susumna→sukh-umna<sak'hem:na>; (3)skt.

ksaをper. cheとheを 用 い てcbba, と読 む場合, e.g. antariksa→antarcbba

<antrdjehteb>, aksara→acbhar<atscber>, naksatra→nacbhatar<nadjbetr>;

(4)skt. jna pe r. gafと 夕6を 用 いてgaやgyaと 読 む場合, e. g. jhana→

gyan<kian>, yajna→jag<djak>な どがある。 これ らは, 当時, 翻 訳 に協力 し, 

サ ソス クリッ ト語 テキ ス トを伝えたパ ソデ ィヅ トらの発音 の特色を示す ものとも

みな して よいであろ う。

 前 書 きについ ても 「過 不足な く一 字一句 正確に訳 した」 と述 べている ように,

原文 に忠実 であ ることに努め なが らも, 「注釈 の代わ りを なす」12)とま で評価 され

る ように, 文 意を 明 らかにす るために, 音 写 で表 した術 語に解釈 的説 明を加 える

な ど冗長 ともい える翻訳にな ってい る部分 も多 い。 音 写 語 の用 法 に 関 して見て

みる と, (1)音写 語 のみで示 しなん らの解 説 も訳 も加 え な い場 合e.g. atman→

atma<atma>, brabman→barabam<brabm>, prapa→puran<pran>, (2)音写 語

を示 し語義 的な訳 を加 える場合e.g. satya→sat〈sat>「 真 理(与aqq)」, amτta→

amrit〈amrat>「 不 死(Llzawal)」, vyapaka→biyapak<biapak>「 遍 在(mu城)」, 

sτs㌻i→surisbt<sere st>「 創 造(paidayisb)」, (3)音写 語 を示 した後に 注釈的説明を

加える場合e.g. prakτti→purakrit<prakrat>「 三 つ の属性 の平 衡 状 態」, adhy-

atma→adbyatarn<adbiatam>「 身 体 に 関 す る念想」, tat tvarn asi→tatuwamas

<tatoumes>「 か の アー トマ ソは汝である」, (4)音写 語を示 した後, イス ラー一ム的

解釈や スー フィズムの術語 にあてて解説 を 加 え る場合e.g. brabma→barabma

<brabma>「 ジ ブライール」, vispu→bisbun<bescbn>「 ミーカーイール」, maba-

deva→mabadev<mabadiw>「 イス ラーフィ「ル」, jagrat→jagrat<djagrat>「 現

、象界(nasut)」, svapna→supan<sapen>「 不 可視界(malakat)」, susupti→sukhupat

<sak'bepat>「 叡 知界(jabarkut)」, turlya→turya<teria>「 超 越界(labut)」13)な どの

4種 に分け られ る。 デ ュペ ロン訳 では, 時 としてこ うしたペル シャ語の訳語を も

音訳 してサ ソス クリヅ ト語の音訳 と並べてい るので文 体を難解に してい るとも言

えるが, ペ ル シャ語訳の こ うした特徴 をふ まえる と糸がほ ぐれ その忠実な訳が読

み取 れる と言える。

 一 方, この.作品の前書 きか らダー ラー ・シュコーが この ウパニシ ャヅ ドの翻訳

をてがけるにあた った動機 と彼 の精神遍歴 の跡 を読 み取 る ことが で きる。 この作

品 の翻訳者 は 自らを 「悲 しみを離れた ファキ ール」14)と称 し, 「彼 」を主語 に客観的

に語 り始め る。 以下, 前 書 きの要点 を追 ってみた い。 彼 は ヒジ ュラ暦1050年(西
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暦1640年)に カシ ュミー-ルを訪れ, そ こでイス ラーム ・ス ーフィズムの カーデ ィ リ

ー教団の聖者 ムッラー ・シャー15)に 出 会 った。 そ して他 の多 くの聖者 にも会 い, 

ス ー フィズ ムに関す る作品を読 み, 自 らもそれ に関す る書物 を書 いた。 さ らに彼

ほ, モ ーゼの五書, 福 音書, 詩 篇 な どの聖典 を読 ん だ もの の, そ こに説 か れ る

「神 の唯一 性(tawhid)」 の教 えは抽象的で理二解 しがた く, ぞ ん ざい な訳 によっては

そ の真 意がつか めない ことを知 った。 そ こで 目を イ ソ ドに向け ると, イ ソ ドの天

啓聖典た る4つ のヴェーダによって この 「神の唯一 性」が明 らかに され ている こ

とに気づいた。 そ してこの 「隠 さるべ き秘密(asrar-i-posbidanl)」 とい う意味の ウ

パニシ ャッ ドこそが 「神 の唯一性」の教 えの精髄であ り, コ ーラソの教 え とも矛

盾せず, そ の註釈 と言 える と知 った。 か くて彼は この翻訳を志 し, 自 らの統治下

にあ ったべナ レスの ヴェーダや ウパニシ ャッ ドを知 るパ ソディ ヅ トやサ ソニヤー

シ ソらを集 めて, 過 不足 な く一 字一句正確に訳 し, ヒ ジ ュ ラ暦1067年(西 暦1657

年)に 完成 しさせた。

こうした内容を もつ前書 き16)に示 され るのは, ダ ーラー ・シュコーに とって, 

ウパニシャ ッ ド聖典 は 「神 の唯一 性」を説 くものであ った とい うことであ る。個

々のウパ ニシャ ッ ドの翻訳文 の中に もこ うした見方 は現れ てお り, brabmavidや

jnninは 「知者(arif)」 で あ り 「神の唯一性を知 る者(muwahhid)と 訳 され17),

brahmavidyaは 「神 の唯一性 を説 く知識(ilm-i-tawhid)」 な のであ り18), ウパ ニ

シ ャッ ドは 「神 の唯一性を説 く聖句(ayat-i-tawhid)」 と理解 されている19)。 この

ような見方 は 『二つ の海 の交わ るところ』において も見 られ, イ ソ ド思 想は 「イ

ソ ド人(abl-i-bind)」 や 「イ ソ ドの神 の唯一 性を知 る人 々(muwahhidan-i-bind)」

の考 え方 として紹介 され てい る。

以上ペ ルシャ語訳 ウパ ニシャ ッ ド 『大いな る秘密(Sirr-i-Akbar)』 の文 体の特

色 の一端 を指摘 し, 前 書 きを検討 した。 自 らの精神遍歴 の果 てに ダーラー ・シュ

コーは, 一 人 のイス ラーム教徒 としてウパ ニシャ ッ ド聖典に イスラームにこおける

主要 な教義た る 「神 の唯一性(tawhid)」の 教 えを見い 出し, 註 釈書の知識を持 つ

brahmavidな るjnninす なわ ち彼 の言 うmuwahbidの 助 けに よって この翻訳

をてがけ, そ こに示 され る教 えを自 らの思考範躊 にあ るイスラーム及び イスラー

ム ・スーフ ィズムにあてはめて考 え, そ れ らの術語を交 えて解説 しよ うと努めた。

それが このペ ルシ ャ語訳 ウパニシ ャッ ドであった と言 え よう。

1)Sirr-i-Akbar(Sirr-ul-Asrar), ed. by Tara Cband & S.M. R. Jalali Naini,
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 Tebran 1957.本 稿 で参考にした大英図書館所蔵写本のように 『最高の秘密(Sirr-ul

-Asrar)』<fol.20b, 363a>と 題 されたものもある。

2) MS. British Library Add. 5616. C. R. Rieu, Ca °alogue of the Persian Manu-

 scripts in the British Museum I, London 1879, pp. 54-55. 

3) MS. Asifiya Library 52. cf. B. J. Hasrat, Dara Shikuh : Life and Works, 

 Vishvabharati 1953, pp. 254-55. 

4) MS. British Library Or. 1121. Rieu, op. cit., p. 60.

5)3)参 照

6) 1-1-10, 1-2-11～14, 1-3-8～12, 1-4-1, 1-5～7, 1-9-10～13, 2, 3-1～13, 3-15-

 2-7, 3-16-2～7, 3-17～18, 4-2-4～5, 4-16～17, 5-2-4～8, 5-3～10, 8-13～15欠

 落。cf. Sirr-i-Akbar, Pp.50-51. Tara Chand, Dara Sbik:ob and the Upanisbads, 

 Islamic Culture Vo1.17, Oct., 1943, p.403.

7)2-6, 4-4-19, 24, 4-5～6, 5-14～15, 6-3～5欠 落。

 cf. A. Weber, Indische itudien I, Berlin 1850, p.273, 

8) Katha-up.3-5-x-8, Chandogya-up.4-1-5-x-8, 4-15-5-, 一6, 8-5-1-V4 etc.

9)た だ し第2章4節 と5節 は 入 れ 替 わ って い な い。A. Weberは カー ヌ ヴ ァ派 の 伝

 承 に 基 づ い て い る と解 説 す る。7)参 照。 一 方, 同 じ二 つ の版 本 を もつ イ ー シ ャ ー ・

 ウパ ニ シ ャ ッ ドで は カー ヌ ヴ ァ派 の 伝 承 に の み 基 づ い て い る。

10) チ ャ ー ン ドー ギ ヤ ・ウパ ニ・シ ャ ッ ド8-10-1と8-11-1, 8-10-2と8-10-4な どの よ う

 に完 全 に一 致す る もの を 除 い て, 訳 語 的 に ほ ぼ一 致 す る とい うほ どの もの で あ る。

11)母 音 の 読 み方 に つ い て は, こ こで は で き る限 りサ ン ス ク リ ッ ト語 に近 い 形 に し た

 が, デ ュペ ロ ンの 音訳 との相 違 にこつ い て は 写 本 の 問 題 も含 め て 稿 を 改 め て 論 じた い。

12)A.Weber, op. oit., P.248.

13)こ れ ら の精 神 的 完 成 に 至 る4つ の段 階 にこつ い ては ダ ー ラ ー ・シ ユコー・の著 書 『神 へ ・

 の導 き の書(Risala-i-Hap-Numa』 に詳 述 され て い る。

14) 同 じ呼 称 は 『二 つ の海 の 交 わ る と ころ 』の 前 書 きで も用 い られ て い る。Majmul

 Bahrain, ed. by M. Mabfuz-ul-Haq, Bibliotheca Indlca, Work No.246, Calcutta.

 X929, p.80.

15)ダ ー ラ ー ・シ ュコ ー 自身 が 『聖 者 ら の 美 徳(Sakinat-ul-Awliya』 に こ の人 物

 の 生 涯 と言 行 に つ い て書 い て い る他, 姉 の ジ ャハ ー ナ ー ラ ー ・ベ ガ ムが伝 記 を 書 い

 てい る。Sajubat-ul-Awiliya, ed. by Tara Chand&S.M. R. Jalali Naini, Tehran

 1965, p.152-204, cf. Hasrat, op, cit., pp.80-96.

16)要 約 した 前 書 き全 体 につ い て の訳 出は 稿 を改 め て紹 介 したい。

17) Brbadarapyaka-up.4-4-8, 9, 23;Ananda valli 9 (Taittiriya-up.2-9);

 Mundaka-up.3-1-4, 3-2-7-8, 11;Maitri-up.7-9, 10 etc.

18)1`, /lundaka-up.1-1-1;Bhrg valli 6(Taittiriya-up.3-6);Maitri-up.2-3 etc, 

19)Mun4aka-up. 2-2-3, 3-2-6; Kaivalya-up.22; Mahanarayana-upr 12-3 etc・

<キ ー ワ ー ド> ウパ 吊 シ ャ ッ ド, ダー ラ ー ・シ ュ コー, ス ー フ ィズ ム, ペ ル シ ャ語

(北 海 道 大 学 大 学 院)
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